



































































































































































ー ト 笠 間 』 58号 、 2015・ 5） に 掲 載 し て い た だ き 、 笠 間 書 院 の ブ ロ グ
http://kasamashoin.jp/2015/05/58_5.htmlでもお読みいただけますので、そちらをご覧く
ださい。
「晴明歌占」は、3・4 年生合同のゼミのメンバーが協力して大学の学園祭でおこなって
いる江戸時代の和歌占いと展示です。十文字学園での経験を通して、いろいろな苦労
はあるものの、授業の学びを外に開いていくプロジェクト型授業に意義と可能性を感
じるようになりました。江戸時代の版本で『せいめい うた占』という平安時代の陰
陽師安倍晴明に仮託した和歌占い本があり、学生に話をすると興味を示したので、そ
の本を基に占いの展示と実践をはじめました。1 年目は十文字学園での経験をふまえ
てかなり指導して、その後、それを改良して学生主体で続けて、いま 3年目です（2015
年時点。その後、2018 年現在まで継続。2016 年からは、歌占の他に、お伽草子、『十
訓抄』など、その年のゼミで扱っている作品の展示も合わせて実施）。その様子はゼ
ミの facebook「成蹊大学文学部ひらのゼミ」https://www.facebook.com/hiramechanzemi
でご覧いただけます。江戸時代の占いが無料でできるということもあって、毎年、2
日間で 1000 人以上の来場者があり、来場者の投票で賞をいただくなど、例年、注目
されています。
成蹊大学の創立者である中村春二の人生を題材に新しい講談をつくる授業です。こちらは
講談師の日向ひまわりさんのお力添えをいただき、落語芸術協会との産学連携の形で
新作講談づくりに挑戦しました。中村春二の伝記や成蹊の学園史などの文献を読み、
プロットとストーリーを作ってから原稿を書きました。学生たちがアイディアを出し
合うのですが、講談師の日向ひまわりさんにご指導いただきながら、より講談らしく
なるように編集や推敲を重ねていきました。半期授業で講談の原稿をつくり、さらに
学生たちが講談師として読む練習もして、最後にお披露目会を行いました。ダイジェ
スト動画 https://www.youtube.com/watch?v=r1CvIn84askや講談の原稿を含む授業報告
（拙稿「新作講談「中村春二伝」の誕生」、成蹊大学文学部学会編『人文学の沃野
（成蹊大学人文叢書）』（2017年3月）もありますので、よろしければご覧ください。
以上、いまご紹介したのはプロジェクト型の授業ですが、通常の授業も基本的にはすべ
てアクティブラーニング型でおこなっています。半期授業15回の3分の1にあたる5回ほど
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をグループワークなどのワークショップ形式でおこない、残りの3分の2は予備的な事前知
識の導入や解説と事後の補足講義やふりかえりにあてています。
基本は、「個人ワーク」―「ペアワーク（あるいはグループワーク）」―「シェア」とい
う流れです。まず個人でワークシートに意見や解釈を書き込み、その後、ペアや3，4人の
グループで話し合ってシェアします。最後はクラス全体で発表して、教員がコメントして
いくという形が多いです。長い作品をいくつかに分割して読み合わせるジグソー法や模造
紙に発表内容を書いて発表するポスターツアーなども活用しています。
3 日本文学アクティブラーニング研究会での取り組み
十文字学園から成蹊学園に移った2013年に、日本文学の学びと学生の現状について同じ
ような問題意識を持っている同世代の研究者仲間で「日本文学アクティブラーニング研究
会」をつくりました。学生たちが日本文学を学びつつ、自信も付けて、さらに社会人力も
付けて、いろんな大学と交流しながら学びあう場を作りたいということで集ったのが、こ
の会です。
はじめは各自が授業でどのようなことをおこなっているか、就職のことをどう指導して
いるかなどを情報交換する場でしたが、そのうちに日本文学科には真面目だけれど控えめ
な性格の学生が多いので、他大学の学生と交流して活性化しようということで、大学合同
でワークショップを開催するようになりました。2015年からはじめて、現在までに2回開
催しました（注：2018年までに計4回開催）
第1回日本文学ワークショップ（5大学合同）開催、於法政大学、2015年3月
第2回日本文学ワークショップ（8大学合同）開催、於成蹊大学、2016年8月
第1回目は日本大学と東京女子大学・法政大学・駒澤大学と成蹊大学の5大学合同で開催
しました。5大学の学生を合計30名ぐらい集めての丸一日のワークショップです。東京女
子大学の中野貴文さんが企画兼ファシリテーターで、『伊勢物語』第二段の和歌一首をも
とに歌物語を新たにつくり、それを演劇化するというものでした。その内容は『リポート
笠間』58号に、日本文学アクティブラーニング研究会編「古典文学をアクティブ・ラーニ
ングでまなぶ―和歌を演じるワークショップ 」として掲載していただき、笠間書院ブロ
グhttp://kasamashoin.jp/2015/06/58_7.htmlでも読めますので、よろしければご覧ください。
つい先日、2016年8月には第2回目の合同ワークショップを行いました。今回はさきほど
の五大学に千葉大学と昭和女子大学と中央大学、あわせて8大学合同で実施しました。
こちらは法政大学の小林ふみ子さんと日本大学の佐藤至子さんが企画兼ファシリテーター
で、江戸の見立て絵本から「見立て」の方法を学び、学生にもオリジナルの見立て絵を作
ってもらい、解説を書いて発表するという内容でした。
このような取り組みを通して古典文学の新しい教育法を模索しているところです。
4 アクティブラーニングで身につく力
――コミュニケーション力・思考力・理解力・表現力
- 40 -
これまでご紹介してきた取り組みを通して、アクティブラーニングで身につくと実感し
ているのは、コミュニケーション力・思考力・理解力・表現力の四つです。まず、ペアワ
ークやグループワークを通して自分の意見を言う機会が増えるので「コミュニケーション
力」や「表現力」が養われます。さらに、文献資料や課題を把握するための「理解力」、
文献資料を読んで結論を導く「思考力」が身につきますし、そこから分析力や判断力も育
つと思います。
アクティブラーニング型の授業でよくおこなうのは、ある課題について学生一人で考え
たあと、それぞれの意見を持ち寄って、グループごとに話し合ってグループとしての意見
を決めるというものです。例えば、『今昔物語集』などの説話を読むときには、説話の末
尾に付される編者のコメント、いわゆる話末評語を空欄にしておいて、その内容を学生に
考えさせます。その後、3，4人のグループで話し合って、グループで話末評語を一つに決
めて発表するということをやります。それぞれ違う意見を書いていたり、二つくらいの意
見に割れたりするのですが、どれを選ぶかを話し合って考えるときに、説話の内容を分析
して、最終的に判断する力が求められます。
いろいろな文献資料を読んで、考えを書いてから話し合いますから、読む・書く・話す、
それから聞いたり質問したりする力も自然と身につきます。今述べたようなグループワー
クに取り組むなかで、自分の回答よりも他の人の回答のほうが優れているだとか、Ａさん
とＢさんの意見を合わせたらよいだとか、他者を受け入れたり、多様性を許容したりでき
るようにもなっていきます。
さらに文学を素材とした教育では、行間や自分とは異なるものを想像する力や、それを
ベースにして新しいものを創造する力の育成が特徴になるのではないかと考えています。
5 アクティブラーニング型授業に求められるもの
2012年8月の中央教育審議会における答申「学士課程教育の質的転換」で、学生の能動
的学修としてアクティブラーニングが指摘されて以来、アクティブラーニングが広く注目
されるようになりました。古典文学教育の分野でのアクティブラーニングの実践は、まだ
多くありませんが、その普及につれて、アクティブラーニングでは深い学びに至らないと
いう批判が起こり、ディープ・アクティブラーニングの開発が求められています。
たしかに、アクティブラーニングは授業の設計がしっかりできていないと、グループで
楽しくやるだけで終わってしまいがちで、従来の知識伝授型の講義に比べると講義を通し
て知識を得るという機会は少なくなります。そのような批判を乗り越えて、深い学びにつ
ながる古典文学のアクティブラーニング型授業に求められるものとして、以下の六点を考
えています。
一点目は「モチベーション」としてのアクティブラーニングです。体験的に学ぶことに
よって、古典に対する関心を高めることになります。
二点目は「内容への深い理解」です。作品について考えて語り合うことで、作品への理
解が深まります。
三点目は「知識の定着と確認」です。アクティブラーニングについて高校の先生方にお
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話する機会もありますが、そういうときに必ず聞かれるのは、古典文法や古文単語などの
知識の定着や確認をアクティブラーニングでどのように行うのかということです。高校で
古文の授業にアクティブラーニングを取り入れている先生ですと、例えば品詞分解を宿題
で課し、授業ではその宿題を4人グループで答え合わせをするのだそうです。グループの
中で答えの違いや疑問点が出てきたら、まずはグループで確認し、ほとんどが間違えてい
る部分は先生が特に取り上げて解説しているということでした。あるいは、小テストの採
点を隣の人と交換してやらせて、そこで間違いが多かったものを先生が解説するなどです。
このような実践を聞いて、アクティブラーニングは知識のインプットや定着にも活用でき
ると思いました。
四点目は「学び方の獲得」です。アクティブラーニングを通して、学びの視点や方法と
いうのを身に付けるということです。将来、自分なりに学びたいことを見いだしたときに、
自分の力で追求していくための方法、研究に直結しなくても高等教育を受けた人間として
身に付けておきたいメタ的視点などを養成していけるだろうと考えています。
五点目は「ジェネリックスキルの養成」です。さきほども申し上げたように、アクティ
ブラーニングを通してコミュニケーション力や思考力や理解力、表現力が高まります。現
在、社会に出ていく学生を育てることが学校に求められていますが、まさに現代社会で生
きていくために汎用的に必要となるスキルです。
最後の六点目は「学んだことを外に開いていく力」です。授業で自分の考えを発表する
ということにとどまらず、プロジェクト型の授業で成果を外に発信していくようなもので
す。十文字学園では短大の初年次教育のプログラムを開発して、その中でグループワーク
をどんどん取り込んでいました。それが、いまの古典教育におけるアクティブラーニング
型授業に役立っているのですが、初年次教育の効果を確認するために学生にアンケートを
取ると、学生の多くはコミュニケーション力が高まったと回答していました。ですが、主
体性や行動力が高まったかということになると、授業だけでは伸びていかないことがわか
りました。やはりクラスなどの日常的な場では甘えてしまうので、外の世界に自分をひら
く経験が必要になってくると思います。
6 アクティブラーニングに向いている古典文学教材
さきほど、アクティブラーニングには深い学びに至らないという批判があるとお話しま
したが、アクティブラーニングで学びを深めるには教材選びとワークシートの設計が非常
に重要です。
これまでの経験から、アクティブラーニングに適した素材やテーマについて、以下のよ
うに考えています。まず一つ目は、正解が一つではなく多様な解釈ができる素材。二つ目
に古典の世界に参加できる仕掛けです。古典の登場人物や著者・編者と同じ地平に立てる
ような問いがあると作品の中に参加しやすくなります。三つ目として、自分のオリジナリ
ティーや表現する楽しさを味わえるもの。四つ目は作品の内容に共感できるものです。古
典を読んでいても、家族が死んで悲しいとか、恋人にふられて悲しいとか、今も昔も共感
できる人間の気持ちに触れられるものは作品への関心を高めます。五つ目は、普遍的な共
感とは逆に、現代と異なる価値観を含む、つまり異質性を持つものです。社会や文化は時
代によって変化しますので、その違いに触れられると価値観が相対化されて気付きが大き
いです。最後は作品の理解が深まる問いやテーマを含むものが、深い学びを伴うアクティ
ブラーニングに適していると思います。
これらの五要素がすべて揃った教材をつくるのは難しいですが、この中からいくつかが
満たされた教材ならアクティブラーニングで体験的に学びを深められると思います。
おわりに――今後の課題：研究と教育とつなぐこと
最後に、今後の課題についてお話して終わりにしたいと思います。よく言われることで
すが、研究の世界では研究対象どんどん細分化していて、自分の研究内容と短大や大学の
授業をリンクさせるのは、なかなか難しくなっています。アクティブラーニング型の授業
は、学生にあわせて授業を作るので、自分の研究対象を授業で扱うことはしてきませんで
したが、これからは研究と教育とつなぐことが課題だと思っています。
昨今の大学教員は校務が多く、多忙になるばかりで、私自身、これ以上、授業と研究が
乖離してくと、どちらも十分な時間がとれなくなることに悩んでいました。そこで、研究
と授業をできるだけ近づけようと試行錯誤しています。
たとえば、現在、神仏の託宣歌に関心を持って研究をしていますので、その託宣歌を授
業で扱うことにしました。『俊頼髄脳』『袋草紙』『拾遺集』『後拾遺集』『新古今集』など
に収められている託宣歌をまとめて学生に示し、折口信夫『言語情調論』に書かれた託宣
歌の分析を参考にしながら、学生たちに託宣歌の特徴を分析させました。すべての託宣歌
を対象にすると数が多すぎて分析しきれないので、作品ごとに分担して、だいたい一人10
首ずつぐらいを分析対象に割りあてます。その後、3人グループになって、それぞれの分
担を持ち寄って託宣歌の表現の特徴を分析して、最後にグループで発表するという授業で
す。つまり、情報を読み込み、その特徴を分類し、そこからさらに原理原則を発見するこ
とを目論んだわけです。これは、いわば研究のやりかたをワークに取り込んでみたという
ことです。これをやってみたところ学生の反応もよく、レポートや卒論の執筆にも生かせ
るという手応えを得ました。
このような経験を経て、現在は、高等教育で身につけるべき研究の視点や方法を身につ
けられるようなアクティブラーニング教材を開発したいと考えています。身につけたい視
点や方法としては、要点やテーマを理解する、原典を理解して分かりやすい言葉で言い換
える、客観的な根拠に基づいて説明や証明をするというようなことです。ワークシートを
作るときに理由を書く欄を必ず設けるのですが、そのようなワークを積み重ねることで基
礎的な思考力が身につくと思います。
さらに、その時代の意義と現代における意義の関連や、他作品や時代・ジャンルを関連
付けて全体像を把握するということもあります。関係図などを図示するのも、よく行うワ 
ークです。俯瞰する力を付けて、具体化と抽象化の往復ができるようになるとよいと思い
ます。こうしたことを通して、ものごとに対する批判的、複眼的、個性的な視点を身に付
けて、仮説とか問題が発見できるようになればよいと考えているところです。
以上、私がこれまで取り組んできたこと、それから今後の課題だと思っていることをお話
しいたしました。ご清聴ありがとうございました。
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